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【調査研究の結果概要】 

☑ サブ 3 のランナーの 8 割、サブ 4 の約 4 割が月間 151 ㎞以上の距離を走っている 

☑ サブ 3 の約 3 割が月間 21-25 日、約 2 割が月間 26-31 日の頻度で走っている 

☑ 大会全体では、スタッフ・ボランティアの対応、大会ホームページの満足度が高い 

☑ スタートでは、スタートブロックの防寒着の着用、スタート時刻の満足度が高い 

☑ コースでは、沿道の応援、沿道での盛り上げイベントの満足度が高い 

☑ フィニッシュでは、フィニッシャータオル、完走メダルの満足度が高い 

☑ およそ 7 割のランナーがコース変更は良かったと回答 

☑ 京都には観光資源、文化、上質なサービスがあるイメージがもたれている 

☑ 京都マラソン 2015 の評価は男性が 86.4 点、女性が 88.0 点 
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Ⅰ 調査研究の概要 

 

１．調査目的 

  本調査は、(京都マラソン 2015)参加ランナーを対象として、ランニング活動、イベント満足度・評

価、マラソン参加、ランニング関与、個人属性などについて調査することにより、今後の大会運営の

改善を図るとともに、スポーツ参加者の行動様式を明らかにすることを目的としている。 

 

2．調査内容 

(1) ランニング活動 

エントリー種目、フルマラソン完走タイム、フルマラソン完走回数、ランニング大会出場回数、

ランニング歴、月間平均走行距離、月間平均走行頻度、陸上競技協会登録の有無 

(2) イベント満足度・評価  

大会全体、スタート、コース、フィニッシュ、スタート会場、コース設定、河川敷について、

フィニッシュ会場、コース変更、京都マラソン 2015 の点数  

(3) マラソン参加 

同伴者、同伴者の人数，情報入手経路、マラソン参加理由、京都マラソン 2016 の参加予定、

京都シティハーフマラソン参加経験、京都マラソンボランティア参加経験、都市型市民マラソ

ンへの参加経験、競技会場までの交通手段、自宅から競技場までの所要時間、宿泊の有無 

(4) 京都について 

京都への愛着、京都のイメージ、京都への思い 

(5) ランニング関連 

ランニングへの取組、人生満足度 

(6) 個人属性 

性別、年齢（年代）、職業、世帯所得、最終学歴 

 

3．調査対象 

  京都マラソン 2015 の参加ランナー 

 

4．調査期間 

  平成 27 年 2 月 18 日～3 月 10 日 

 

5．調査方法 

  インターネットによる調査：京都マラソン 2015 公式サイトや参加案内パンフレットで告知すると

ともに、参加ランナーへのメール連絡において調査実施の案内を行った。

承諾したランナーがリンク先の「京都マラソン 2015 ランナー調査」

ウェブサイトにて回答を行う。 

 

6．回収結果 

  有効標本数：3，087 票 

 

7．調査研究の分析枠組み 

  本調査研究は、ランナータイプと性別によって類型化した京都マラソン参加者の行動様式を明らかに
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することを目的としており、その研究成果を大会運営のための基礎資料として役立てることを目指して

いる。 

  本調査研究の分析枠組みは、独立変数（説明変数）としてランナータイプと性別を設定した。ランナ

ータイプは、自己ベストタイムが 3 時間未満のランナーを「サブ 3」、4 時間未満のランナーを「サブ

4」、5 時間未満のランナーを「サブ 5」、5 時間以上のランナーと完走したことがないランナーを「5

時間以上・完走経験なし」というグループに分類した。従属変数（被説明変数）には、行動様式として、

ランニング活動、イベント満足度・評価、マラソン参加、京都に関する意識、ランニングの関連を取り

上げた。 
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Ⅱ 京都マラソン２０１５の概要 

 

第４回大会「京都マラソン 201５」は、市民になお一層親しまれ、より魅力あふれる大会となるよう、

現コースを基盤としながら、コース後半部分でコース変更を行った。 

京都の「まちなか」を象徴する場所として、丸太町通、河原町通、市役所前広場をコースに組み込む

ことにより、古都のシンボルである「京都御苑」、自治のシンボルである「京都市役所」を眺めながら走

れるコースとなった。 

また，メインコンセプトである「DO YOU KYOTO?マラソン － 環境先進都市・京都にふさわしい

大会－」の趣旨をコースに反映させるため、文化・環境のシンボル的存在である「京都府立植物園」の

園路を取り入れるなど、都市型マラソンとして更に魅力的な特色あるコースとなった。 

開催に当たっては、新たな取組として，家族や仲間と一緒に参加しやすい「グループエントリー」の

新設や、スタートの号砲までの寒さ対策として「スタート会場における衣類回収」を行うなど、より多

くのランナーに満足いただける大会運営を目指した。 

当日の出走者は、過去最高となる１６，２３６人となり、女性と京都市民の割合が増加し、ランナー

のおおよそ４人に１人は女性ランナーもしくは、京都市民であった。 

また、完走者は１５，４５２人、完走率は９５．２％と、昨年の９４．０％より更に高い完走率とな

り、コース変更により狐坂がなくなったこと、「まちなか」での応援が増えたことなどが完走率アップに

つながったと考えられる。 

 前回大会 

日  時 

平成２７年２月１５日（日）※２月第３日曜日 

 8:55 車いす競技 スタート 

 9:00 マラソン・ペア駅伝 スタート 

15:00 マラソン・ペア駅伝 終了 

※同左 

（２月１６日（日）） 

天  気 
スタート   くもり、4.5℃、湿度 70％  

フィニッシュ くもり、 11℃、湿度 54％  

晴れ、8℃、50％ 

晴れ、9℃、43％ 

定  員 

マラソン      15，900 名 

ペア駅伝   100 組 200 名 

車いす競技            20 名 

 

同左 

 

競技コース 

１ マラソン・ペア駅伝 

 西京極総合運動公園～平安神宮前（42.195 ㎞） 

（日本陸上競技連盟、国際陸上競技連盟及び国際マラソ

ン・ロードレース協会公認） 

２ 車いす競技 

 西京極総合運動公園～嵐山（6.1 ㎞） 

１について 

一部変更 

ランナー数 

出走者 16，236 名 

完走者 15，452 名 

完走率    95.2％ 

15，532 名 

14，596 名 

94.0％ 

スタッフ数 約 14，700 名 約 14，400 名 

応援人数 約 500，000 名 約 478，000 名 

おこしやす広場 

入場者数 
約 27，400 名 約 26，000 名 

（所により 

  時折小雨） 
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Ⅲ. 京都マラソン 201５の総括（●は新規、○は大幅拡充） 

 

 ⑴ 競技運営 

  ・幅広い層のランナーが参加しやすく、自然・歴史的景観に加え都市型マラソンとして更に 

   魅力的なコースに変更するとともに、安心・安全かつ円滑に競技運営を行うための各種対策 

   を充実強化した結果、大きな事故や重い救護案件もなく大会を終えることができた。 

  ・ランナー評価もさらに高まり、民間調査(※)で過去最高の 92.4 点(前回 89.4 点)を獲得した。 

    (※) 国内最大級のランニングポータルサイト「ランネット」に寄せられたランナー評価の集計 

取組 概要・実施結果 

ア コースの一部変更 

●狐坂ルートを廃止し、新たに河原町通や丸太町通などの「まち

なか」や京都府立植物園園路を設定 

 →ランナー完走率の向上（＋1.2％）や応援人数の増（＋2.2 万人）   

   が図られた。 

イ 走路対策 
・資材の設置や人員の配置に加え、雨天時の除水・排水、積雪・ 

 凍結時の除雪・融雪に備えた実施体制を準備（結果、不実施） 

ウ ランナー対策 

・給水・給食の提供 

○スタート会場・コース沿道のトイレ増設（906 基→1，049 基） 

●本人が不要とする防寒衣類のスタート直前までの着用を認め、  

 スタート後に回収、リユース・リサイクルを実施 

 →2，310 ㎏をリユース・リサイクル 

エ 医療救護対策 

・京都府医師会等、医療関係者の協力の下、救護所・救護車、コ 

 ース沿道の救護サポーターなどの体制を構築（AED123 台配備） 

・医師・看護師等の資格を有するランナーに、傷病者の早期発見・ 

 対応に当たる「メディカルランナー」を要請→152 名が登録 

・救護 314 件（前回 339 件）、救急搬送 8 件（前回同数）※AED

不使用 

●大会前日、ランナー・ボランティアを対象に、心肺蘇生や AED  

 使用に関する「ファーストエイド講習」を実施 →32 名参加 

オ 警備対策 
・京都府警察との連携の下、警告サインの設置、会場等巡回の強 

 化、応援者手荷物検査等を実施 

 ⑵ 交通総量抑制対策等 

 大会当日を「ノーマイカーデー」に設定し、全庁を挙げて様々な媒体を通して市民の皆様や

事業者、観光客への広報・周知に努めるとともに、緊急自動車・公共交通機関の円滑な運行の

確保に努めた結果、大会に起因する大規模な交通渋滞は発生しなかった。 

取組 概要・実施結果 

ア 交通総量抑制対策 

○コースの一部変更に伴い、市民しんぶん・チラシ・ポスター・ 

 啓発グッズ・歩道橋横断幕など多様な媒体を活用した周知を 

 大幅に拡充（地下鉄駅でのポスターの集中的掲出 1→5 駅、地下 

 鉄車内での中吊り広告 800 枚・つり革間広告約 3 千枚の実施等） 

 →市民・事業者・観光客等の御協力の下、大会に起因する大規模 

  な交通渋滞は発生しなかった。 

イ 公共交通対策 

・路線バス運行を極力確保、利用促進を広報 

○市バス無料乗車券の配布・周知を充実 

 →14，749 枚に利用拡大（前回 8，449 枚） 
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※当日、市バス＋7.8％、地下鉄＋4.9％の利用者増（前年同曜日比） 

○無料シャトルタクシーを運行（まちなかルートを新設） 

 →1，212 人が利用（前回 1，191 人） 

ウ 緊急車両対策 

・京都府警察その他関係機関との緊密な連携の下、消防局特設部 

 隊、コース上の交差点でのランナーストップ体制の配備、車両 

 流入を抑制する広域迂回・直近誘導対策等を実施 

 ⑶ 沿道住民合意形成 

 コース沿道等の住民・事業者に対し、アンケートやチラシ等の各戸配布を実施し、きめ細や

かに情報を提供するほか、聴取した御意見・御要望を踏まえ、可能な限りコース横断対策や交

通規制の早期解除化に反映させた。 

取組 概要・実施結果 

ア 説明・周知 

○コース一部変更に伴い増加した沿道周辺の住民・事業者 

 （1 万 8 千世帯増の 11 万 3 千世帯）への第３回大会後アンケート 

 調査を実施、同結果を踏まえ地域別に対応したチラシ等を配布 

・沿道周辺以外の住民への交通規制マップを配布（市民しんぶん挟  

  み込み）、交通規制等チラシを全戸回覧 

イ 通行・コース横断 

○ランナーの走行を妨げることなく、歩行者を安全に横断させる 

 ための「固定式島方式」を拡充（9→11 箇所、前回比約 5 千人増

の約 17，700 人が横断） 

・ランナーの切れ目での横断誘導を実施 

ウ 交通規制開始・解除 
・速やかな交通規制解除のための時間制限関門を設置（8 箇所） 

・大会ホームページを通じた規制解除情報を逐次発表 

 ⑷ その他 

 大会のメインコンセプトの具現化に努めるとともに、地域各団体・市民の皆様の御協力の下、

京都ならではの温かいおもてなしや応援等を行うことにより、大会を盛り上げることができた。 

取組 概要・実施結果 

ア メインコンセプトの具現化  

 

(ｱ) 

「DO YOU KYOTO?マ

ラソン」 

・水道水を利用した給水、マイボトル給水、印刷物のペーパ 

 ーレス化等を実施 

・大会当日をノーマイカーデーに設定 

●スタート会場で回収した衣類をリユース・リサイクル 
 （(1)ウの再掲） 

 (ｲ)東日本大震災復興支援 

・「被災者枠」の設定（→210 人が参加）、復興支援メッセー

ジを印字したランナーゼッケンを作成 

・ランナー等から義援金を募集→10，328，470 円を寄付 

・おこしやす広場での震災復興写真展や物産・飲食屋台販売 

 等を実施 

イ ランナーサービス  

 (ｱ)エントリー（申込み）等 

●家族や友人と一緒に走ることができる「グループエントリ 

 ー」制度を導入 

→3，867 組 9，961 人（マラソンエントリー人数の約 17％）が利用  

○外国語エントリーサイトの多言語対応（英語に加え、中国語 

  繁体字・中国語簡体字・ハングル）、広報を充実 
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(ｲ)応援者とランナーを 

  つなぐ取組 

・沿道から名前で声援できる「ニックネームゼッケン」を導入 

・ランナーの通過記録をインターネットでリアルタイムに調 

 べられる「ランナーズアップデート」を実施 

(ｳ)大会後のサービス 

・フィニッシュ会場で足湯・マッサージ・みそ汁を提供 

・「完走者新聞」（京都新聞、有料）、「お風呂屋さんマップ」を 

 配布 

(ｴ)京都ならではの 

  おもてなし 

・コース周辺の観光名所案内サインを設置 

・給食に京都名物の生八ツ橋を提供 

・フィニッシュでの舞妓さんと写真撮影（有料） 

ウ 応援、大会の盛り上げ  

 

(ｱ)市民ぐるみの盛り上げ 

・京都マラソン沿道盛り上げ隊（15 箇所、51 団体）、市内商 

 店街による沿道応援（24 商店街）を実施 

・大会 100 日前から一般公募者を含むメッセージ写真を 

 ホームページ等に掲載する「みんなでカウントダウン」を実施 

●大会前後に京都マラソン特別サービスを提供する市内飲 

 食店 28 店舗による「グルメ de 盛り上げ隊」を組織 

(ｲ)おこしやす広場 
・ランナー受付会場（みやこめっせ）で、京の名店による 

 飲食ブース、お茶席、ランニングトークショー等を開催 

(ｳ)応援大使 

○京都ゆかりの著名人 12 名を応援大使に任命 

 <新>山田幸代氏（京都産業大学出身、プロラクロス選手） 

・京都大学 iPS 細胞研究所の山中所長など 6 名が出走 
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Ⅳ．調査研究の分析結果 

 

1．個人属性 

 

1-1）性別 

 

 

図 1-1)、表 1-1)は、回答者の男女比を示している。男性が 77.5%、女性が 22.5%となっ

ており、男性がおよそ 8 割を占めていた。これは昨年と同様の傾向である（昨年度：男性

77.9%、女性 22.1%)。 

 

1-2)年齢(年代) 

 

 

 

図 1-2)、表 1-2)は、回答者の年齢層を示している。40 歳代の参加者が 41.0%で最も多く、

次いで 50 歳代が 25.8%、30 歳代が 21.0%であった。また、60 歳代の参加者は 5.4%みられ

た。 
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1-3)職業 

 

 

 

図 1-3)、表 1-3)は、回答者の職業を示している。会社員が 63.6%と最も多く、次いで公

務員、自営業・自由業であった。他の職業の割合は 5.0%未満であった。 
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1-4)世帯所得 

 

 

 

 図 1-4)、表 1-4)は、回答者の世帯所得を示している。1000 万円以上が 17.9%と最も多く、

次いで 400～500 万円前後が多くなっている。 
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1-5)最終学歴 

 

 

  

図 1-5)、表 1-5)は、回答者の最終学歴を示している。大学・大学院卒業または在学中が

65.2%と最も高い結果であった。 
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2．ランニング活動 

 

2-1)エントリー種目 

 

 

 

 

 表 2-1)、図 2-1)は、回答者のエントリー種目別の割合である。マラソン（42.195km）へ

のエントリーが 98.48%と回答者の大部分を占めていた。 
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2-2)フルマラソン完走タイム〈自己ベスト〉（京都マラソン 2015 の記録を含む） 

 

 

 

  

表 2-2)、図 2-2)は、男女別の自己ベスト記録別の分布状況である。本調査では、フルマ

ラソンの完走タイムが 3 時間未満のランナーをサブ 3、4 時間未満のランナーをサブ 4、5

時間未満のランナーをサブ 5、5 時間以上・完走経験なしのランナーを 5 時間以上・完走経

験なしとグループ分けしている。男性では、サブ 3 のランナーが 6.2％、サブ 4 のランナー

が 47.3％、サブ 5 のランナーが 33.7％、5 時間以上・完走経験なしのランナーが 12.8％と

なった。女性では、サブ 3 のランナーが 1.0％、サブ 4 のランナーが 27.6％、サブ 5 のラ

ンナーが 44.1％、5 時間以上・完走経験なしのランナーが 27.3％となった。 
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2-3)フルマラソン完走回数 

 

 

 

 

 表 2-3)、図 2-3)は、フルマラソン完走回数の特徴をランナータイプ別にまとめたもので

ある。合計で 2～4 回というランナーが最も多く、29.4％であった。サブ 3 のランナーの

58.1％が 10 回以上完走していることがわかった。また、完走回数が 0 回、1 回のランナー

では、サブ 3、サブ４よりもサブ 5、5 時間以上・完走経験なしの方が多くみられるが、5

～9 回、10 回以上になるとサブ 5、5 時間以上・完走経験なしよりもサブ 3、サブ 4 の方が

多くみられた。これらの結果から、自己ベストが速いほど、完走回数が多いという関係が

あると考えられる。 
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2-4)ランニング大会出場回数（1 年間（2014 年 1 月～12 月）の 5km 以上の大会） 

 

 

 

 

 表 2-4)、図 2-4)は、ランニング大会年間出場回数の特徴をランナータイプ別にまとめた

ものである。合計では 2～4 回と答えたランナーが 35.7％で最も多く、5～9 回と答えたラ

ンナーも 33.3％と同じく多かった。参加回数の特徴として、自己ベストタイムが速くなる

ほど、5 回以上参加したと答える割合が増えており、自己ベストが速いランナーほどランニ

ング大会への参加回数が多いという傾向がみられた。 
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2-5)ランニング歴（継続年数） 

 

 

 

 

 表 2-5)、図 2-5)は、参加者のランニング歴の特徴をランナータイプ別にまとめたもので

ある。合計では 2～5 年未満と答えたランナーが最も多かった。また、自己ベストが速いラ

ンナーほど、ランニング歴が長いという傾向がみられた。特に、サブ 3 のランナーの 45.2％

がランニング歴 10 年以上と答えていることから、ランニング歴が多くなるほど、自己ベス

トの記録も速くなっていることが考えられる。 

 加えて、サブ 5・5 時間以上・完走経験なしの参加者のうちランニング歴 2～5 年未満と

答えたランナーは4割で、サブ3・サブ4のランナーと比べても割合が高いことがわかった。 
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2-6)月間平均走行距離（1 ヶ月あたりに走る距離） 

 

 

 

 

 表 2-6)、図 2-6)は、参加者の 1 か月あたりの走行距離の特徴をランナータイプ別にまと

めたものである。合計では 51～100km と答えたランナーが最も多く、全体の 3 分の 1 を占

めていた。また、101～150km と答えたランナー、151km 以上と答えたランナーがそれぞ

れ 4 分の 1 を占めており、101km 以上走っているランナーが全体の半数を占める結果とな

った。加えて、サブ 3 のランナーの約 8 割が 151km 以上と答えていることから、自己ベス

トの速いランナーほどよく走っているということが考えられる。 
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2-7)月間平均走行頻度（1 ヶ月あたりに走る日数） 

 

 

 

 

 表 2-7)、図 2-7)は、参加者の 1 か月あたりの走行日数の特徴をランナータイプ別にまと

めたものである。合計で最も多く回答されたのは 6～10 日であり、33.6％という結果であ

った。また、自己ベストが速くなるほどランニングの頻度も多くなるという傾向がみられ

た。特に、サブ 3 の 7 割以上、サブ 4 の約 4 割が 16 日以上、すなわち 2 日に 1 回以上の割

合でランニングを行っているということがいえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 

 

2-8)陸上競技協会登録の有無 

 

 

 

 

 表 2-8)、図 2-8)は、参加者の陸上競技協会への登録の有無についてランナータイプ別に

まとめたものである。合計では登録していないランナーが 9 割となっている。また、サブ 3

のランナーの半数以上、サブ 4 のランナーの 1 割以上が登録している。 
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3．イベント満足度・評価 

 

3-1)大会全体 

 

 

表 3-1)は、大会全体に関する満足度についてまとめたものである。スタッフ・ボランティ

アの対応、大会ホームページ、参加案内パンフレットの送付時期などの評価が高かった一

方、宿泊施設や大会参加料などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-2)スタート 

 

 

 

表3-2)は、スタートに関する満足度についてまとめたものである。スタートブロックの防

寒着の着用やスタート時刻、手荷物預かりなどの評価が高かった一方、トイレの数、スタ

ート会場へのアクセス（臨時市バス）などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-3) コース 

 

 

表3-3)は、コースに関する満足度についてまとめたものである。沿道の応援、沿道での盛

り上げイベントなどの評価が高かった一方、コース幅や折り返しなどについては、相対的

に評価が低かった。 
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3-4)フィニッシュ 

  

 

表3-4)は、フィニッシュに関する満足度についてまとめたものである。フィニッシャータ

オルや完走メダル、ランナー導線などの評価が高かった一方、おつかれさま広場（足湯）

や待ち合わせ広場（東側・西側）、web完走証などについては、相対的に評価が低かった。 
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3-5)スタート会場 

 

(1)交通手段 

 

 

 

表 3-5)-(1)は、スタート会場への最終手段の度数分布表である。阪急京都線（西京極駅）

の利用が 74.5％を占め、臨時市バス（京都駅発）が 10.1%という結果であった。 
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(2)応援 

 

 

 

表 3-5)-(2)は、スタート会場への応援の度数分布表である。78.6%のランナーが、応援が

なかったと回答し、１人あったが 10.8%、2 人あったが 4.0%という結果であった。 
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(3)更衣エリア 

 

 

 

 

表 3-5)-(3)は、スタート会場の更衣エリア利用の度数分布表である。屋外で更衣したラン

ナーはランナー全体の 5 割以上を占めた。 
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(4)衣類回収 

 

 

 

 

表 3-5)-(4)は、スタート会場の衣類回収利用の度数分布表である。スタート会場の衣類回

収利用したランナーは、男性は 37.0%であったのに対し、女性は 44.0%であった。 
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(5)次回の衣類回収の利用予定 

 

 

 

 

表 3-5)-(5)は、性別と次回にスタート会場の衣類回収を利用の度数分布表である。次回で

はスタート会場の衣類回収を利用したいランナーは、男性は 66.4%であったのに対し、女性

は 72.2%と回答した。 
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3-6)コース設定 

 

(1)走りにくいコース（複数回答） 

 

 

 

表 3-6)-(1)、図 3-6)-(1)は、コースの中で、走りにくい感じた箇所があったかについて、

まとめたものである。約 2 割のランナーが、特に走りにくいところはなかったと回答して

いるが、これは、それ以外の約 8 割のランナーは走りにくいところがあったと感じたこと

を意味している。特に指摘が多かったのは、スタート直後と鴨川（賀茂川）河川敷であっ

た。 
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(2)走りにくいと感じた理由（複数回答） 

 

 

 

 

表 3-6)-(2)、図 3-6)-(2)は、コースの中で走りにくいと感じた理由について、まとめたも

のである。約 6 割のランナーが追い抜くことが困難であり走りにくいと回答しており、次

いで他のランナーと接触したと回答したランナーが 5 割を超える回答があった。 
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3-7)河川敷について 

 

 

 

 

表 3-7)、図 3-7)は、河川敷コースについてまとめたものである。約 45%のランナーが土

で走りやすかったと回答している反面、約 4 割のランナーは凹凸があって走りづらかった

と回答している。 
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3-8)フィニッシュ会場 

 

(1)更衣エリアの利用 

 

 

 

 

表 3-8)-(1)、図 3-8)-(1)は、フィニッシュ会場の更衣エリア利用の度数分布表である。み

やこめっせの更衣室で更衣したランナーは、男性は 81.6％であったのに対し、女性は 88.0％

であった。 
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(2)おつかれさま広場（みやこめっせ 3 階）の利用 

 

 

 

 

表 3-8)-(2)、図 3-8)-(2)は、おつかれさま広場（みやこめっせ 3 階）の利用に関する度数

分布表である。広場を利用したランナーは 47.8％という結果であった。 
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(3)帰りのルート 

 

 

 

 

表 3-8)-(3)、図 3-8)-(3)は、フィニッシュ会場からの帰りルートの度数分布表である。東

側待ち合わせ広場経由（地下鉄東山駅方面）が最も多く 55.8％を占め、西側待ち合わせ広

場経由（シャトルバス方面）は 23.8％、ランナー出口 3（シャトルバス方面）は 20.4％で

あった。 
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(4)待ち合わせ 

 

 

 

 

表 3-8)-(4)、図 3-8-(4)は、フィニッシュ会場での待ち合わせの度数分布表である。54.3％

のランナーが、待ち合わせなく 1 人で帰ったと回答し、1 人あったが 22.5％、2 人あったが

10.5％という結果であった。 



39 

 

(5)フィニッシュ会場（平安神宮前）からの最初の交通手段 

 

 

 

表 3-8)-(5)、図 3-8)-(5)は、フィニッシュ会場からの最初の交通手段の度数分布表である。

地下鉄東西線（東山駅）が最も多く 39.5％を占め、シャトルバス（烏丸御池駅行き）が 20.2％

と次に多かった。  
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3-9)コース変更 

 

(1)コース変更について 

 

 

 

 

 

表 3-9)-(1)、図 3-9)-(1)は、京都マラソン 2015 のコース変更の是非についてまとめたもの

である。71.9％のランナーが良かったと思うと回答している。 
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(2)コース変更の良かったところ 

 

 

 

 

表 3-9)-(2)、図 3-9)-(2)は、京都マラソン 2015 のコース変更の良かった点についてまとめ

たものである。65.2％のランナーが狐坂ルートの廃止が良かったと回答している。 
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3-10)京都マラソン 2015 の点数（100 点満点） 

 

 

 

 

 

 

 

表 3-10)、図 3-10)は、京都マラソン 2015 の点数評価の度数分布表である。約 8 割のラン

ナーが 80 点以上の評価をし、平均点は 86.7 点となった。男女別では、若干ではあるが、

女性の方が高い評価となった。 
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4．マラソン参加 

 

4-1)同伴者 

 

 

 

 

 表 4-1)、図 4-1)は、ランナータイプと同伴者の分布である。1 人で参加したランナーが

46.5%とおよそ半数を占め、次いで家族、友人・知人との参加が多くみられる結果となった。 
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4-2)ランナー以外の同伴者の人数 

 

 

 

 表 4-2)、図 4-2)は、ランナータイプとランナー以外の同伴者の人数についての結果を示

している。ランナー以外の同伴者を伴わずに参加したランナーが 35.4%と最も多く、続い

て 1 人と回答したランナーが 31.5%という結果となった。 
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4-3)情報入手経路 

 

 

 表 4-3)、図 4-3)は、ランナータイプと情報入手経路の分布を示している。ウェブサイト

での情報入手が 37.6%と最も多く、次いでランニング雑誌、SNS による情報入手が多くみ

られた。 
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4-4)マラソン参加理由 

 

 表 4-4)、図 4-4)は、京都マラソン 2015 の参加理由についての分布を示している。京都で

行われる大会だから、観光名所を走ることができるから、という回答が多くみられたこと

から、寺社仏閣などの観光名所が多い京都という土地に魅力を感じて参加したランナーが

多かったと考えられる。 
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4-5) 京都マラソン 2016 の参加予定 

 

 

 

 

表 4-5)、図 4-5)は、ランナータイプと次回京都マラソン 2016への参加予定を示している。

ぜひ参加したい、できれば参加したいが約 9 割を占めており、今大会に満足したランナー

が多かったと考えられる。 
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4-6)京都シティハーフマラソンの参加経験 

 

 

 

 

  

表 4-6)、図 4-6)は、京都シティハーフマラソンの参加経験の有無についての度数分布で

ある。参加したことがあると回答したランナーは、約 1 割という結果であった。 
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4-7)京都マラソンボランティアの参加経験 

 

 

 

 

 表 4-7)、図 4-7)は、過去の京都マラソンにおけるボランティアの参加経験についての度

数分布である。ボランティアに参加したことのあるランナーは 2.6%と少なく、ほとんどの

ランナーはボランティア参加の経験がなかった。 
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4-8)都市型市民マラソンへの参加経験 

 

 

 

 

 表 4-8)、図 4-8)は、京都マラソンではない都市型市民マラソンの参加経験についての分

布を示している。大阪マラソン、神戸マラソン、奈良マラソンという関西圏で行われたマ

ラソンに参加したことのあるランナーが多くみられたほか、東京マラソン参加者も 14.4%

と、3 番目に多い結果となった。 
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4-9)競技会場までの交通手段 

 

 

 

 

 表 4-9)、図 4-9)は、競技会場までの交通手段についての分布を示している。46.1%と、約

半数のランナーが新幹線以外の電車を使用したことがわかった。また、約 2 割のランナー

が新幹線を利用していた。 
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4-10)自宅から競技場までの所要時間 

 

 

 

 

表 4-10)、図 4-10)は、自宅からの所要時間の分布である。およそ半数のランナーが 1 時

間 30 分以内に会場に到着している一方、約 25%のランナーが 3 時間以上かけて会場まで赴

いていることがわかった。 
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4-11)宿泊の有無 

 

 

 

 

 表 4-11)、図 4-11)は、京都マラソン参加に伴う宿泊の有無の分布を示している。約半数

にあたる 48.5%のランナーが日帰りで参加している結果となった。また、20%弱のランナー

は 2 泊以上の宿泊をしていることから、マラソン以外にも、観光などを楽しんでいると考

えられる。 
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5．ランニング関連 

 

5-1)ランニングへの取組 
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表 5-1)、図 5-1)は、ランナータイプとランニングへの取り組みの平均値をまとめたもの

である。全ての質問において、自己ベストタイムが早くなるにつれて、平均点が高くなる

傾向がみられた。 
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5-2)人生満足度 

 

 

 

 

表 5-2)、図 5-2)、は、ランナータイプ別の人生満足度の平均をまとめたものである。「全

くそう思わない」から「非常にそう思う」までの 6 段階で回答を求めた質問であった。ラ

ンナータイプ別に人生満足度の平均には大きな差はみられなかった。 
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6．京都について 

 

6-1)京都への愛着(1) 
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6-1)京都への愛着(2) 

 

 

 

 

 表6-1)、図6-1)は、京都への愛着をランナータイプで分類した平均値である。どの項目も

ランナータイプが上がるほど低い数値となり、下がるほど高い数値となった。以上より京

都マラソン2015に参加したランナーは、ランナータイプが下がるほど京都への愛着が強い

ということが分かった。 
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6-2)京都のイメージ(1) 
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6-2)京都のイメージ(2) 
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6-2)京都のイメージ(3) 

 

 

 

 

 表6-2)、図6-2)は、京都へのイメージをランナータイプで分類した平均値である。景観、

文化遺産、歴史、独自の文化、観光地、ホテル・交通機関、サービスについての項目に対

しては、どのランナータイプにおいてもイメージが強いということが分かった。しかし、

移動費、宿泊費、娯楽施設のチケット価格、病気、天候、気候、雨についての項目におい

て、イメージが弱いことが分かった。 
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6-3)京都への思い 

 

 

 

 

 表 6-3)、図 6-3)は、京都への思いをランナータイプで分類した平均値である。京都の特

産品を買いたいと思いますかという項目については思いが強いという結果は得られなかっ

たのに対し、観光目的で京都を訪れたいと思いますか、今後京都でイベントに参加したい

と思いますかという項目においてはどのランナータイプにおいても強い思いを抱いている

ということが分かった。 
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6. 自由記述意見 

回答者 3,087 人のうち、91.7％の 2,830 人から自由記述意見をいただいた。その中で、特徴

的な意見を以下のとおり、20 のカテゴリーに分け列記する。また、より良い大会運営を目指し、

次回大会に向けた対応策等についても併せて記載している。 

 

（１）定員・エントリー 

大会規模は適切で、参加人数が多すぎず、少なすぎず良いと思いました。 

道路が狭いので現在の参加人数が精一杯ではないか。 

多回数落選者に対する優先エントリー権を付与するなど、走りたくても走れなかった人へ

の救済策を用意して頂ければ、より多くのランナーに支持されるのではないでしょうか。 

エリート枠、準エリートの導入があるとうれしいです。 

大会ボランティアに、貢献度に合わせたポイント制を設けて、大会エントリーへの優先権

を授与してはいかがでしょうか。 

 

【次回大会に向けて】 

京都マラソンは、おもてなしの心と温かい声援を送ってくれる多くのボランティアに支え

られております。こうしたボランティアに対するランナーからの感謝の声も多数寄せられて

おり、第 5 回大会を記念して、参加申込み枠に新たに「ボランティア経験者枠」を新設した。 

 

（２）大会ホームページ 

ホームページも大変わかりやすくなってきて、更新も多くてすばらしく思います。 

 遠方から参加を希望（出場）するランナーにとって「大会の情報」はとても重要です。 

どの大会と比べても見やすさ、使いやすさ、情報量が群を抜いていると思います。 

とにかく更新がまめに行われており、細かな情報でも提供して頂けたので安心して当日を迎

えることが出来ました。 

ホームページで十分な情報を知ることができたので、不安なく大会に参加できました。 

 

【次回大会に向けて】 

2016 大会に向けたホームページでは、ランナー、ボランティア、応援の皆さまに必要な情

報をお届けするのはもちろん、大会の機運を盛り上げるホームページ作りを目指してまいり

ます。すでにアップしている「コース紹介動画」をはじめ、動画コンテンツを増やすなど、

より臨場感のある情報をお届けしたいと考えています。なお、京都マラソンでは、Facebook や 

Twitter を通じての情報発信も行っております。ホームページには掲載し切れない情報もお

届けしておりますので、是非、ファンやフォロワーになって、御活用ください。 

 

 



64 

 

（３）ランナー受付 

できれば受付をなくして、事前にゼッケンを送付していただけるとありがたいです。 

金曜日の受付時間をもっと延長してほしい。せめて関西圏の人が仕事を終わってからでも行

ける時間まで延長してほしい。 

当日受付や、ゼッケンの事前送付など検討をしてほしい。 

今年は受付時間の延長を早めに発表されたので改善されているなと感じました。 

 

【次回大会に向けて】 

仕事帰りにお越しいただきやすくするため、金曜日の受付時間を、11：30～20：00 へと 1

時間後ろ倒しします。 

 ナンバーカードの事前送付については、安心・安全な大会運営のため、また代理出走を防 

ぐ観点から、本人確認書類を確認したうえでランナー本人にお渡しする必要があると考えて 

おります。 

また、大会当日にスタート会場でランナー受付を行っている大会もありますが、定員 16， 

000 人の京都マラソンにおいては、西京極総合運動公園での受付は時間的、スペース的に困

難であると考えております。 

 

（４）オフィシャルグッズ 

大会前日に受付に行ったら、記念 T シャツの販売が終了していたのが残念でした。 

公式グッズの売り切れが多く、買いそびれてしまったのが、残念であった。 

欲しいものがたくさんあった。   

公式のグッズで T シャツを参加者だけに再販してほしい。 

京都マラソン限定のグッズ、スポーツ関連グッズなどをもっと充実してほしい。 

   

【次回大会に向けて】 

     希望するオフシャルグッズを購入していただけるよう、Ｔシャツをはじめとするグッズの 

数量や種類の充実を図ってまいります。 

 

（５）スタート会場 

スタート会場の更衣室のオープン 7：00 開場を早めてほしい。早く着いたのにゲートで長

い時間待たされた。 

スタートの更衣室が分からなかった。駅から自然と流れるような形で更衣室に着く流れに

なれば良いと思います。 

スタート会場のトイレの総数は多いが一つの場所にあるトイレの数は少ない。 

体育館の男子更衣室はとてもよかったです。更衣室をはじめ、ランナー以外入場禁止の

制限があるエリアが多かったおかげで、混雑が少なくスムーズに行動できました。 

スタート会場に屋内更衣室を用意していただいたのは助かりました。 
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【次回大会に向けて】 

    会場到着後に屋外で待つ時間を短縮できるよう、屋内更衣室の開場時間を早めるよう検討

してまいります。 

    また、簡易水洗型の仮設トイレや、洋式トイレの増設など、トイレの利用環境を改善する

とともに、トイレの場所がより分かりやすくなるよう設置場所の変更などを検討してまいり

ます。 

 

（６）スタートセレモニー 

スタートも最後尾からのスタートでした。スタートの様子やアナウンスはなんとなくしか聞

こえなかったです。 

サブトラックでの待機は音声しか聞こえなかったので、画面にメイン会場の様子も移し

て頂けると嬉しかったです。 

スタートが補助競技場だったのでセレモニーで何をやっているのか全く見えなかった。 

開始セレモニーが長く並んでから長く待つのを改善してほしい。 

スタートセレモニーの出し物があまりよく見えなかったので、競技場のトラックの中の

芝生などで やって欲しかった 

   

【次回大会に向けて】 

    2016 大会では、メイン競技場に新たに設置される大型映像装置（予定）を活用し、スタ

ートセレモニーをわかりやすくお伝えしていきたいと考えております。また、補助競技場に

つきましても、音響装置の増設などを検討してまいります。 

 

（７）給水・給食 

生八つ橋が最後の方のランナーにまであってとても嬉しかったです。 

給食の後に必ず水のテーブルがあって、さすがでした。 

給水所の水が大変おいしかった。 

スポーツドリンクが全てのエイドにあれば、なお良かったです。 あと、給食の種類が

増えると、もっと楽しみが増えると思います。 

できればオレンジをひと口サイズにして皮も剥いて欲しかったです。 

エイドでいただいた生八つ橋も京都らしくてよかったです。 

給食に関して唯一の不満は、生八ツ橋の投入が 35km 付近と、遅かった事です。20km

ぐらいで出してくれれば良いのに、と思いました。 

 

【次回大会に向けて】 

   給食メニューの充実に努めるとともに、給食を提供させていただく場所の変更等を検討し 

てまいります。 
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（８）トイレ 

トイレの数はそれなりにあるので助かる。 

トイレの案内が素晴らしい。トイレの数の表示があって利用するか否かの判断がしやすか

った。さらに次のトイレまでの距離表示があって安心して走れました。他の大会では見た

ことがありません。 

トイレは前半の大便用のトイレの数を増やしてほしいです。 

沿道途中にあるトイレの数はもう少し増やして欲しいです。 

トイレがコースから離れたところにあったので、近くにあればよかったと思った。 

 

【次回大会に向けて】 

 都市型マラソン大会におけるトイレの利用環境の向上は、大変重要であると認識しており、

トイレの台数確保等に努めてまいります。 

特に、混雑が予想されるスタート直後のトイレを増設いたします。 

また、トイレの利用環境の向上を図るため、簡易水洗型の仮設トイレの導入や、洋式トイ 

レの増設を検討してまいります。 

 

（９）時間制限関門・医療救護 

関門時間が後半は時間的に余裕があり、余裕を持って完走する事が出来ました。 

大規模都市型市民マラソンなのだから、東京マラソンや神戸マラソンのように、制限時

間を７時間にすればいいと思います。 

第 1 制限時間関門の制限時間に不安を感じたが、結果的に完走できてとても満足してい

ます。 

41km の関門はない方がいいと思う。 

フィニッシュ後、突然足がつって会場で倒れたときに援護スタッフ（男性 2 名）がすぐ

に駆けつけて、両足の攣りを直していただき、更衣室まで運んでもらいました。その間

も、優しい言葉をかけていただき、とても安心しました。 

フィニッシュ直後、両足の痙攣で救護スタッフの皆様には大変お世話になり、感謝して

おります｡ 看護師の皆様には最後まで献身的に介護頂き感謝､感謝で一杯です。 

救命救急講習はとてもわかりやすく良かった。 

 

【次回大会に向けて】 

立体交差が少なく職住一体の都市である京都において、交通への影響を最小限に抑えなが

ら大会を開催するため、制限時間を 6 時間にするとともに、スムーズは交通規制解除を実施

するため、必要最低限の時間制限関門を設置させていただいております。 

医療救護につきましては、引き続き救護体制の充実を図り、安心・安全な大会運営を目指

すとともに、前回新たに実施した救急救命講習について、より多くの方に受講いただける手

法を検討してまいります。 
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（１０）ニックネームゼッケン・仮装 

ゼッケンに名前（ニックネーム）を入れられるのもいいですね。名前を呼んで応援し

ていただけると、力になります。 

ゼッケンに名前を入れるというのは、今回入れなかったのですが、他の人が入れてい

るのを見て、いいアイディアだと思いました。 

ゼッケンに名前が入れられるのは大変良い企画です。沿道の知らない方でも自分の名

前で応援してくれました。しいて言うなら参加費に含む形で対応してもらえるといい

です。 

仮装禁止は別枠でもいいので、大会を盛り上げるためには必要ではないか。 

なんで仮装がだめなのか理解できません。みんな似たような格好だから沿道の応援者

も困っていました。 

仮装好きランナーですが初めて京都マラソンを走り、何故、仮装が禁止なのかよく分

かりました。禁止が妥当だと感じました。 

 

 【次回大会に向けて】 

   仮装したランナーが出場することにより、沿道の応援が盛り上がることは期待できます

が、京都マラソンのコースは走路幅の狭い箇所もあり、16,000 人のランナーが安全に走行

していただくことを優先し、仮装を禁止しております。ランナーにも応援者にも御好評い

ただいているニックネームゼッケンは、引き続き実施いたします。 

 

（１１）コース変更 

狐坂がなくなり、非常に寂しく思っておりましたが、新しいコースもまた別の良さが

あり、大変楽しみながら走ることができました。 

狐坂が無くなったことは良かったですが、U ターンが 5 ヶ所もあるのはスピードダウ

ンになると思います。できれば街中の大通りを突っ切って走りたいものです。 

コース設定がよく、景色を楽しみながら走れました。 つらい時にも変化に富んだ情景

があり、気持ちを持ち直して走る事が出来たと思います。 

コース変更は、市内中心部も走ることができ、脚に優しいコースになり、とても良か

ったと思います 

前回までは、コースがきついとのうわさで参加をしませんでしたが、今回のコースは、

見どころも走りやすさも満足のマラソンでした。 

今回コース変更があり、街中を走ることができて良かったですが、もっともっと京都

の街中を走るコースを設定してほしいです。神社仏閣もいいですが、綺麗な京都の町

並みを走る設定をお願いしたいです 

河原町、丸太町がコースに入ったのはよかったです。できればもっと街中にコース設

定をしていただけるとうれしいです。たとえば女子駅伝コース。 折り返しが多いのが

若干足腰に負担に感じました。 



68 

 

   

【次回大会に向けて】 

立体交差が少なく、職住一体の都市である京都においては、交通への影響を抑制するこ

とが重要であると考えております。 

引き続き、市民の皆さまの生活への影響を考慮しつつ、ランナーの皆さまにとっても更

に魅力あるコースになるよう検討してまいります。 

 

（１２）コース幅 

コース設定も素晴らしかったのですが、北山通りのコースの狭さだけはいただけません、

他のランナーの腕がぶつかることは当たり前で、追い抜くことも難しい。 

第2回にも参加したのですが、そのときよりも改善されている箇所が多く、良い大会だと思

う。コースが狭いこと、折り返しが多いことが難点でしょうか。 

コース幅を広げるのは大変だと思いますが、もう少し余裕があるとありがたい… とにかく

大変素晴らしい大会だったことは間違いないです。京都が大好きなので、今後も他県に、

世界に誇れる町であって欲しいと思います 

コースが狭くて走りにくかったところもあるけど、これこそ京都マラソンの良いところか

も知れません。 

コース幅に限界はあるのは理解できるのですが、あと少しだけ広げてください 

一つ不満を言えば北山通の道幅が狭すぎて、前のランナーを追い抜くのにとても苦労しま

した。広く道幅を取ることは難しいかと思いますが、コースの設定をもう少し見直して頂

けたらと思います。 

    

【次回大会に向けて】 

 コース変更により、狐坂が廃止されたことに伴い、北山通のランナー密度が高くなり、

ランナーの方から走りにくいとの御意見をいただいております。 

2016 大会から北山通（下鴨中通以東（21.4 ㎞～25.1 ㎞の区間））の全車線走路化（2 車

線ずつの折り返しコース）を実施いたします。 

 

（１３）誘導案内看板 

コースに観光名所の看板があって、気分転換が図れた。 

看板だけでなく、「歩くランナーは右側」というアナウンスをもっとしてほしいです。 

給食案内のイラストがすごく分かりやすく、この給水所で何を食べようか瞬時に判断でき

たので助かりました。 

スタート前にトイレを探していた時、「トイレ空いています」というカードでトイレを誘導

していたのが非常に役に立ちました。 

コース途中のトイレを初めて利用しましたが、トイレ表示（個数や次回トイレまでの距離

など）が分かりやすくて良かったです。 
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【次回大会に向けて】 

 案内誘導看板については、イラスト等を多用し、ランナーの方が一目でわかる表示に努

めるとともに、誘導案内看板の多言語化など、海外から訪れるランナーの方への対応も充

実してまいります。 

 

（１４）フィニッシュ会場 

フィニッシュ地点で荷物を受け取ってから更衣室への移動が少し長く感じました。走

り終えて体力が低下して寒空の下を歩くのは少しこたえました。ストーブのあるテン

トはありがたかったです。 

フィニッシュ後も、他大会では中々スムーズに着替えまで進まないと聞いていました

が、京都マラソンはとても素晴らしい段取りだと思いました。 

平安神宮の大きい鳥居を最後にくぐってゴールできたら最高な気分になれそうです。 

手荷物の受け渡しは屋内で出来ないものか？天気が良かったからよいものの、雨の場

合は悲惨な事になる。  

ゴール後の手荷物渡しの場所が更衣室から遠すぎる。完走して疲れ切っているのに、

重たい手荷物を持って 100m 以上歩かせないでほしい。 

手荷物については屋根の下にないのはいかがなものかと思います。せめてテントを立

てるか、別の施設を使用するなど工夫が必要です。雨の際にはつらいと思います 

    

   【次回大会に向けて】 

    2016 大会の開催時には、「ロームシアター京都」（京都府内最大規模の客席数をもつ劇場）

のオープンや、フィニッシュ地点である神宮道（冷泉通〜二条通）と周辺の公園の再整備

により、会場周辺の環境が大きく変わるため、手荷物返却場所や、ランナーサービスの動

線などの見直しを検討してまいります。 

 

（１５）おこしやす広場・おつかれさま広場 

フィニッシュ後のお味噌汁、おつかれさま広場の屋台はとても良いサービスだった。

味も良かった。 

京都駅からのシャトルバスのチケットが枚数限定だったので焦っていたが購入できて

よかった。遠方からのランナーには少し工夫が欲しい 

おこしやす広場はランニング用品売り場に人が殺到するのだから、このブースのスペ

ースを増やすべきだと思う。 

舞妓さんとの撮影は良かった。他のマラソンではなく京都の個性がでている企画だと

思います。 

会場付近で家族や友人とくつろげる空間があれば良かったです。 

無料のマッサージのサービスが制限時間に近い時間で走ったので、受けられることが

できず、ちょっと残念でした。 
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   【次回大会に向けて】 

京都マラソンには、遠方から参加される方も多いため、「京都らしさ」を味わっていただ

くとともに、マラソンに参加するワクワク感を醸成できるような会場作りを心掛けていま

す。 

2016 大会開催時には再整備されている岡崎地域全体やロームシアター京都の状況など

も見極めながら、ランナーの皆さまにも、御家族・御友人の皆さまにも快適に過ごしてい

ただけるよう、工夫してまいります。 

 

（１６）メダル・完走証 

完走メダルが立派で、一生懸命頑張った甲斐がありました。 

完走メダルのデザインはかなり高く評価している。京都らしさ、「和」を感じるデザイ

ンとなっていて素晴らしい。 

完走メダルのデザインを事前に発表して欲しくないです。 

やはり記録証は当日頂ければ最高です。WEB の記録証はちょっと寂しいものがありま

す。 

完走した記録は大変重要なものであるから、ダウンロードではなくて、文書(表彰状の

ような)で郵送して欲しい。 

自然に優しいをうたうのはいいいが、せめて完走証はその場でもらいたい。 

 

【次回大会に向けて】 

 2015 大会では、いち早くランナーの方のお手元に完走証が届くよう、WEB 完走証を導

入いたしましたが、2016 大会から更に、WEB 完走証の発行に加えて、当日完走証（速報

値を記載）を発行いたします。 

 

（１７）宿泊 

京都マラソン開催日前日はどの宿泊先もいっぱいで、手配が大変でした。 京都マラソ

ンでエントリー同様抽選でもいいので、ある程度宿泊先も遠方からのランナー枠が確

保されると嬉しいです。 

宿泊施設が多いので助かります。 

会場の周辺に安い宿泊できる場所が欲しい。 

宿泊施設や街中の施設などマラソンに対して全体的に協力していてマラソンに集中で

きる環境を作っていただいたので初めての京都でしたが迷うことなく何事もできたの

でよかったです。 

市内のホテルも協力して、大会当日の朝食時間を早めたり、完走後に部屋でシャワー

を使えるようにしてもらえたら助かります。 
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【次回大会に向けて】 

 大会ホームページでは、京都マラソン専用の宿泊案内をしております。ランナーのため

に朝食時間を早めたり、リーズナブルな料金設定をしていただいているホテルもございま

すので、御確認ください。 

 次回大会では、より手配していただきやすくするため、宿泊予約の受付時期を約２箇月

早めてまいります。                                   

                                       

（１８）沿道盛り上げ隊・沿道応援 

コース際の応援は太鼓の演奏や仮装などあってたいへん充実していました。 

和太鼓演奏や吹奏楽、チアガールなど大会を盛り上げて下さり、素晴らしい協力だったと

思います。 

京都市民の方々の声援や盛り上げ隊の応援など、非常にすばらしくいい大会でした。 

沿道の応援が素晴らしく、感動しました。 応援に後押しされて、自己ベストを出す事が出

来ました 

沿道の応援が年々盛り上がっていて、他の大会に比べたら、距離が近く、ランナーとして

はとてもパワーをもらえる。 

初マラソンで心配でした。 京都の沢山の方が応援してくれて、辛いことを忘れ楽しく走る

ことができました。本当に感謝しています 

ボランティアやスタッフの対応がとても暖かいと感じました。 沿道の誘導や応援も活発

で、今後も参加したいと思います。 

 

   【次回大会に向けて】 

    おかげさまで、京都マラソンでは、毎年「応援がすばらしかった！」と御好評をいただ

ています。今回は、第 5 回記念として新設した「ボランティア経験者枠」により、ボラン

ティア経験のあるランナーも増えることから、「走る人」「応援する人」「支える人」の相互

交流が一層盛んになり、ますます大会も盛り上がると期待しています。 

2016 大会も、京都ゆかりの著名人からなる「応援大使」、沿道の大学生などによる「沿

道盛り上げ隊」により、皆さまの走る力の源となるよう、応援を盛り上げてまいります。 

 

（１９）被災者枠ランナー 

今回は被災地枠で走らせていただき、街中を楽しく走ることができました。 フルマラソン

をいつまでやるかはわかりませんがまた機会がありましたら参加したいと思います。 

震災被災者枠で参加できました。 沿道の応援もたくさんいただき京都のパワーを感じ

ました。 楽しく走れて感謝しています。 世界遺産の特別公開等も見学でき 4 泊 5 日

の冬の京都を満喫しました。 また参加できたらと思います。復興に向けて頑張りまし

ょう。 ありがとうございました。 
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被災地枠ではじめて走りましたが、東日本大震災復興への取り組みに感銘を受けまし

た。ボランティアの方々のご尽力、市長自らのイベントのご参加、そして、大会後の

マッサージに感動しました。 

東日本大震災枠で参加させていただきました。京都マラソンのみが震災枠があり感謝

しています。走っていても、ゼッケンには 3.11 や忘れない等のメッセージも印刷して

おり震災を経験した私たちには温かく感じました。本当にありがとうございます。是

非、次回も出来れば参加したいです。 

   

 【次回大会に向けて】 

    第 1 回大会からメインコンセプトの１つに掲げている「東日本大震災復興支援」の取組

を更に推進し、現地の方々との交流、被災地の現状についての理解の深まりを目指して、

京都マラソン 2016 大会出走者のうち、抽選で 5 名を次回の「仙台国際ハーフマラソン大

会」に派遣する取組を新たに実施いたします。 

 

（２０）大会運営全般 

京都は世界中の人のあこがれの地。今回は外国の人の参加がすごく多かったと思います。

制限時間ギリギリの私ですが、美しい景色を見ながら京都の街を走れたことは、とてもう

れしかったです。沿道の皆さんの応援もあたたかく、途切れることなく続いていました。

スタッフ他皆さんの「いい大会にしよう」という気持ちがすごく伝わりました。 

全てにおいて素晴らしい、日本を代表するマラソン大会だと思います。コース・施設・景

観・ボランティアスタッフ・仮装禁止ルール・運営など。 京都の街並みも素敵なため、何

度でも参加したくなる大会である上に、沿道の応援が実にあたたかく、沢山の元気を貰え

る大会と感じています。 

京都マラソンはこれまで参加した大会の中でも最高レベルの満足度でした。 大会規模

が大きいにもかかわらず、ほとんど全てがスムーズで、考えられるストレスを感じる

ことがありませんでした。 前回までに参加した人に聞いても、毎年どんどん良くなっ

ている大会と評判で、スタッフやボランティアの方々の努力とご苦労の賜物なんだと

思います。  

 

   【次回大会に向けて】 

    ランナーの皆さまからいただいた御意見を踏まえつつ、引き続き「走る人」、「応援する

人」、「支える人」それぞれが主役となる大会として運営するとともに、より多くの方に御

満足いただける大会を目指し，更に魅力ある大会へと進化するよう全力で取り組んでまい

ります。 
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